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研究会の進め方

第１回

交通安全施設の
現状と求める機能

第２回

・交通安全施設の整備効果

・交通安全施設の維持管理

・交通安全施設の代替効果

第３回

・自動運転機能に求めるもの
・自動運転に資するインフラ
整備の在り方

・道路交通のIT化の現状と今後
の方向性

第４回

持続可能な
交通安全施設整備等
の在り方に関する提言



本日のテーマ

・自動運転機能に求めるもの

・自動運転に資するインフラ整備の在り方

・道路交通のIT化の現状と今後の方向性



自動運転機能に求めるもの



京都府内の交通事故の発生推移（過去15年）
発生件数

死者数

うち高齢者数

発生件数
死者数
うち高齢者数



高齢ドライバー（１当）による交通事故発生推移（過去15年）



令和元年中の法令違反別交通事故発生状況

人身事故
5,183件



事故が起こる仕組み

ホーキンズのSHELLモデル

当事者

車・道路

安全施設

環境規則

当事者

以外の者



自動運転による交通事故抑止

交通事故抑止

ヒューマンエラー
防止

危険予測・回避

自動運転



自動運転での右折イメージ



ＩＴＳ専用無線装置

歩行者検知センサー

車両検知センサー

自動運転での右折イメージ

自動運転に必要となるインフライメージ



自動運転の開発レベル

※ 警察庁資料を基に編集

レベル 状 態 運用場所 運 転 操 作
市場化
期待時期

レベル０ 現 状 場所の限定なし ドライバーが全てを操作 既 存

レベル１ 運転支援 場所の限定なし
システムが前後・左右いずれかの車両制御
に係る運転タスクのサブタスクを実施

新車の約60％

レベル２ 運転支援 場所の限定なし
システムが前後・左右の両方の車両制御に
係る運転タスクのサブタスクを実施

2020年まで

レベル３ 自動運転 限定された場所
システムが全てを操作
緊急時はドライバーが適切に操作

2020年目途

レベル４ 自動運転 限定された場所
システムが全てを操作
緊急時もシステムが操作

2025年目途

レベル５
完 全
自動運転

場所の限定なし
システムが全てを操作
緊急時もシステムが操作



自動運転の開発事例

完全自動運転車両を利用した公共交通（ドイツ）



検討①

自動運転機能に求めるもの



自動運転に資するインフラ整備

の在り方



新交通管理システム



●ＴＳＰＳ（信号情報活用運転支援システム）

●ＤＳＳＳ（安全運転支援システム）

●ＰＴＰＳ（公共車両優先システム）

●ＰＩＣＳ（歩行者等支援情報通信システム）

●ＦＡＳＴ（現場急行支援システム）



自動運転研究開発計画（第２期SIP）

自動運転は、国の施策である「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）」の重要な柱



自動運転研究開発計画（第２期SIP）

① 路側インフラを通じた信号情報の提供

② クラウド等を活用した信号情報の提供

③ 自動運転車による交通流への影響評価に係るシミュレーション等

ITS無線路側機
（700MHz帯無線機）

信号情報信号情報
クラウド等

交通管制センター
（都道府県警察本部）

事業者等
サーバ

自動運転車
自動運転の普及を促進するため、自動運転車両
の普及の過渡期における交通流への影響を低減



①路側インフラを通じた信号情報の提供

自動運転車両に対して路側インフラから信号情報を提供する

上流交差点に
設置した高度化
光ビーコン



②クラウド等を活用した信号情報の提供

交通管制センター
（都道府県警察本部）

信号情報

信号情報
信号情報

クラウド等 事業者等サーバ

路側インフラからの通信以外の方法で信号情報を提供する



②クラウド等を活用した信号情報の提供

交通管制センター
（都道府県警察本部）

予定信号情報

予定信号情報

事業者等
サーバ

路側インフラからの通信以外の方法で信号情報を提供する

管制方式

車両用感知器情報

クラウド等



②クラウド等を活用した信号情報の提供

交通管制センター
（都道府県警察本部）

予定信号情報

予定信号情報

事業者等
サーバ

路側インフラからの通信以外の方法で信号情報を提供する

集中方式

車両用
感知器情報

クラウド等

予定信号情報



②クラウド等を活用した信号情報の提供

予定信号情報

事業者等
サーバ

路側インフラからの通信以外の方法で信号情報を提供する

制御機方式

予定信号情報

クラウド等

予定信号情報



自動運転車

安全のための停車による
右折詰まりの発生

実勢速度とのかい離
による渋滞の発生

自動運転車に対する
あおり、幅寄せの発生

東京臨海部実証実験
において得られる
各種データ

自動運転車に
よる影響評価

分析

交通安全に係る施策立案
交通管理業務等への活用

③自動運転車による交通流への影響評価に係るシミュレーション等



検討②

自動運転に資するインフラ整備の在り方



道路交通のIT化の現状と今後の方向性



京都における交通イノベーションの取組と現状



PTPS(公共車両優先システム）

優先信号制御により、バス運行の定時性を確保する





TSPS(信号情報活用運転支援システム）

ドライバーに信号情報を事前に知らせて、ゆとりある運転を促す





５Ｇと交通信号機の円滑な連携に必要な技術開発の全体像



検討③

道路交通のIT化の現状と今後の方向性



次回のテーマ

・持続可能な交通安全施設整備等の

在り方に関する提言



ご清聴ありがとうございました

京都府警察


